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(57)【要約】
【課題】本発明は低駆動信号による伝導リレーまたは画
素充電不足の現象を改善することができる液晶表示装置
及びその駆動方法を提供する。
【解決手段】本発明の液晶表示装置は液晶パネルと、ゲ
ート駆動ユニット４４と、クロック発生器４６と、温度
補償ユニット５０とを含む。液晶パネルは画素配列４２
を有する。ゲート駆動ユニット４４は複数の駆動信号を
生成して、画素配列４２を駆動する。クロック発生器４
６はゲート駆動ユニット４４に電気接続される。温度補
償ユニット５０はゲート駆動ユニット４４及びクロック
発生器４６に電気接続され、温度変化に基づいてクロッ
ク発生器４６の出力を調整して、ゲート駆動ユニット４
４の駆動信号を補償する。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
液晶表示装置であって、画素配列を有する液晶パネルと、複数の駆動信号を生成して、前
記画素配列を駆動するゲート駆動ユニットと、前記ゲート駆動ユニットに電気接続される
クロック発生器と、前記ゲート駆動ユニット及び前記クロック発生器に電気接続され、温
度変化に基づいて前記クロック発生器の出力を調整して、前記ゲート駆動ユニットの前記
複数の駆動信号を補償する温度補償ユニットとを含むことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
前記ゲート駆動ユニットは、電気的に直列接続され、前記画素配列の各列にそれぞれ対応
する複数のシフトレジスタユニットを有することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示
装置。
【請求項３】
前記クロック発生器の出力はパルスであって、前記パルスの高電位と低電位がそれぞれ第
一電圧と第二電圧であり、前記温度補償ユニットは、前記第一電圧と第二電圧の間の電圧
差を増えて、前記ゲート駆動ユニットの前記複数の駆動信号を補償することを特徴とする
請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
前記各シフトレジスタユニットは第一入力端と、第二入力端と、第一出力端と、第二出力
端とを有し、前記第一入力端が一つスタット信号或いは前級のシフトレジスタユニットの
一つゲートラインの出力に接続され、前記第二入力端が後級のシフトレジスタユニットの
一つゲートラインの出力或いはエンド信号に接続されるフリップフロップと、ゲート、ド
レイン及びソースを含み、前記ゲートが前記フリップフロップの前記第一出力端に電気接
続され、前記ドレインが前記クロック発生器に電気接続されるプルアップ薄膜トランジス
タと、ゲート、ドレイン及びソースを含み、前記ゲートが前記フリップフロップの前記第
二出力端に電気接続され、前記ソースが前記クロック発生器から出力される第三電圧に電
気接続され、前記ドレインが前記プルアップ薄膜トランジスタの前記ソースに電気接続さ
れるプルダウン薄膜トランジスタと、前記プルアップ薄膜トランジスタの前記ゲートと前
記ソースの間に電気接続される第一容量とをさらに含むことを特徴とする請求項３に記載
の液晶表示装置。
【請求項５】
前記温度補償ユニットは、前記プルアップ薄膜トランジスタの前記ドレインに電気接続さ
れ、前記プルアップ薄膜トランジスタの伝導電流の変化を電圧変化に変換する電流/電圧
コンバーターと、前記電流/電圧コンバーターに電気接続され、前記電圧変化に基づいて
前記クロック発生器の前記第二電圧を調整する負電圧調整器とをさらに含むことを特徴と
する請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
前記温度補償ユニットは、前記プルアップ薄膜トランジスタ或いは前記プルダウン薄膜ト
ランジスタの温度変化を検知して、検知された温度変化を電圧変化に変換する温度センサ
ーと、前記温度センサーに電気接続され、前記電圧変化に基づいて、前記クロック発生器
の前記第二電圧を調整する負電圧調整器とをさらに含むことを特徴とする請求項４に記載
の液晶表示装置。
【請求項７】
前記温度センサーは負温度係数を有することを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置
。
【請求項８】
前記クロック発生器の出力はパルスであって、前記パルスの高電位と低電位がそれぞれ第
一電圧と第二電圧であり、前記温度補償ユニットは、前記第一電圧と第二電圧の間の電圧
差を増えて、前記ゲート駆動ユニットの前記複数の駆動信号を補償することを特徴とする
請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
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液晶表示装置の駆動方法であって、前記液晶表示装置はパネルと、ゲート駆動ユニットと
、クロック発生器と、温度補償ユニットとを含んで、前記液晶パネルは画素配列を有し、
前記温度補償ユニットにより、温度変化に基づいてクロック発生器の出力を調整するステ
ップと、前記ゲート駆動ユニットに前記クロック発生器の前記出力を送信するステップと
、前記出力に基づいて前記ゲート駆動ユニットの複数の駆動信号を補償するステップと、
前記画素配列に前記複数の駆動信号を送信するステップと、前記複数の駆動信号によって
、前記画素配列を駆動するステップとを含むことを特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１０】
前記ゲート駆動ユニットは、電気的に直列接続され、前記画素配列の各列にそれぞれ対応
する複数のシフトレジスタユニットを有することを特徴とする請求項９に記載の液晶表示
装置の駆動方法。
【請求項１１】
前記クロック発生器の出力は、パルスであって、前記パルスの高電位と低電位がそれぞれ
第一電圧と第二電圧であり、前記温度補償ユニットは、前記第一電圧と第二電圧の間の電
圧差を増えて、前記ゲート駆動ユニットの駆動信号を補償することを特徴とする請求項９
に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
前記温度補償ユニットにより、温度変化に基づいてクロック発生器の出力を調整するステ
ップにおいて、前記温度補償ユニットの電流/電圧コンバーターが前記ゲート駆動ユニッ
トの伝導電流の変化を電圧変化に変換するステップと、前記温度補償ユニットの負電圧調
整器が前記電圧変化に基づいて前記クロック発生器の前記第二電圧を調整するステップと
をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
前記温度補償ユニットにより、温度変化に基づいてクロック発生器の出力を調整するステ
ップにおいて、前記温度補償ユニットの温度センサーが前記ゲート駆動ユニットの温度変
化を検知して、検知された温度変化を電圧変化に変換するステップと、前記温度補償ユニ
ットの負電圧調整器が前記電圧変化に基づいて、前記クロック発生器の前記第二電圧を調
整するステップとをさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置の駆動
方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、表示装置及びその駆動方法に関し、特に温度低下による伝導電流低下問題が解
決できる液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来の液晶表示装置は、複数のゲートライン、複数のソースライン及びマトリクス状に配
設された複数の画素を有する。前記複数のゲートライン、複数のソースライン及び複数の
画素は、液晶パネルの上に製造された。各画素は接続されたゲートラインとソースライン
によって制御されて映像を表示する。前記複数のゲートラインは、複数の外部のゲート駆
動ＩＣ(gate driver integrated circuit，gate driver IC)によって、駆動信号を提供さ
れる。最近発展されているＧＩＰ（Ｇａｔｅ　ｉｎ　Ｐａｎｅｌ）構造の液晶表示装置に
おいて、外部のゲート駆動ＩＣが採用されてないと、ゲート駆動ＩＣと同様な功能を有す
る駆動回路が直接に液晶パネルの上に製造された。パネルの上の駆動回路が外部のゲート
駆動ＩＣに置き換わるために、ゲート駆動ＩＣのコストの削減ができる。なお、駆動回路
はゲートライン、ソースライン及び画素が製造されるプロセスの中に完成され、他のプロ
セスは要らない。
【０００３】
現下、ＧＩＰ構造の駆動回路は、電気的に直列接続される複数のシフトレジスタユニット
(shift register)を含む。図１を参照する。従来技術におけるシフトレジスタユニット５
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４０及びクロック発生器(clock generator)５６の回路図である。シフトレジスタユニッ
ト５４０は、ＳＲフリップフロップ５４００、プルアップ薄膜トランジスタ(pull up thi
n film transistor，pull up TFT)Ｔ３及びプルダウン薄膜トランジスタ(pull down thin
 film transistor，pull down TFT)Ｔ４を有する。図２を参照する。従来技術におけるク
ロック発生器５６の出力波形ＣＬＫを示す図である。プルアップ薄膜トランジスタＴ３が
オンした時、ゲートラインの出力Ｇｎｏはクロック発生器５６の出力波形ＣＬＫになる。
出力波形ＣＬＫはパルスである。そのパルスの高電位と低電位がそれぞれ第一電圧ＶＧＨ
と第二電圧ＶＥＥＧである。クロック発生器５６の出力波形ＣＬＫは第一電圧ＶＧＨであ
り、且つ出力端Ｑが高電位となる時、プルアップ薄膜トランジスタＴ３がオンし、プルダ
ウン薄膜トランジスタＴ４がオフすると、ゲートラインの出力Ｇｎｏは第一電圧ＶＧＨに
なる。出力端

が高電位となる時、プルアップ薄膜トランジスタＴ３がオフし、プルダウン薄膜トランジ
スタＴ４がオンすると、ゲートラインの出力Ｇｎｏは第三電圧ＶＧＬになる。
【０００４】
図３を参照する。異なる温度において、図１に示すプルアップ薄膜トランジスタＴ３のゲ
ート電圧ＶＧＳと伝導電流ＩＤＳの関係図である。図３に示すように、ゲート電圧ＶＧＳ
が一定の場合に、温度が降下すると、伝導電流ＩＤＳも降下する。それによって、温度が
降下した時、図１に示すプルアップ薄膜トランジスタＴ３の伝導電流ＩＤＳが影響される
。伝導電流ＩＤＳが降下すると、ゲートラインの出力Ｇｎｏの伝導リレーまたは前記ゲー
トラインの出力Ｇｎｏに電気接続される画素の充電不足の現象が起きる。
【０００５】
従って、前述従来技術のＧＩＰ構造の液晶表示装置において、温度低下によって伝導電流
が低下された問題を解決することが必要である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
本発明の主な目的は、従来技術のＧＩＰ構造の液晶表示装置において、温度低下によって
伝導電流が低下された問題を解決する液晶表示装置及びその駆動方法を提供することを課
題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
本発明の上記目的を達成するために、本発明の液晶表示装置は液晶パネルと、ゲート駆動
ユニットと、クロック発生器と、温度補償ユニットとを含む。前記ゲート駆動ユニットは
複数の駆動信号を生成して、前記画素配列を駆動する。前記クロック発生器は前記ゲート
駆動ユニットに電気接続される。前記温度補償ユニットは前記ゲート駆動ユニット及び前
記クロック発生器に電気接続され、温度変化に基づいて前記クロック発生器の出力を調整
して、前記ゲート駆動ユニットの駆動信号を補償する。
【０００８】
本発明の液晶表示装置の駆動方法において、液晶表示装置はパネルと、ゲート駆動ユニッ
トと、クロック発生器と、温度補償ユニットとを含んで、前記液晶パネルは画素配列を有
する。本発明の液晶表示装置の駆動方法は、前記温度補償ユニットにより、温度変化に基
づいてクロック発生器の出力を調整するステップと、前記ゲート駆動ユニットに前記クロ
ック発生器の前記出力を送信するステップと、前記出力に基づいて前記ゲート駆動ユニッ
トの複数の駆動信号を補償するステップと、前記画素配列に前記複数の駆動信号を送信す
るステップと、前記複数の駆動信号によって、前記画素配列を駆動するステップとを含む
。
【発明の効果】
【０００９】
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前記本発明の液晶表示装置及びその駆動方法は、温度変化に基づいて、前記ゲート駆動ユ
ニットの前記複数の駆動信号を補償して、低駆動信号による伝導リレーまたは画素充電不
足の現象を改善することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】従来技術におけるシフトレジスタユニット及びクロック発生器の回路図である。
【図２】従来技術におけるクロック発生器の出力波形を示す図である。
【図３】異なる温度における薄膜トランジスタのゲート電圧ＶＧＳと伝導電流ＩＤＳの関
係図である。
【図４】本発明における液晶表示装置の一つの実施例を示す図である。
【図５】本発明の第一実施例における温度補償ユニット、シフトレジスタユニット及びク
ロック発生器の回路図である。
【図６】本発明におけるクロック発生器の出力波形を示す図である。
【図７】本発明における演算増幅器の入力波形及び出力波形の図である。
【図８】本発明の第二実施例における温度補償ユニット、シフトレジスタユニット及びク
ロック発生器の回路図である。
【図９】本発明における液晶表示装置の駆動方法のフローチャート図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
以下、本発明の上記目的と特徴と効果が更に明らかに理解できるように、添付図面を参照
して詳しく説明する。
【００１２】
図４を参照する。本発明における液晶表示装置の一つの実施例を示す図である。液晶表示
装置４は、液晶パネル４０と、ゲート駆動ユニット４４と、クロック発生器４６と、温度
補償ユニット４８と、ソース駆動ユニット５０とを含む。液晶パネル４０はその上に製造
された画素配列４２を有する。画素配列４２はｎ個のゲートラインＧ１－Ｇｎ、ｍ個のソ
ースラインＤ１－Ｄｍ及びｎ*ｍ個画素５２を有する。ＧＩＰ構造が採用されるために、
ゲート駆動ユニット４４も液晶パネル４０の上に製造されて、ゲートラインＧ１－Ｇｎに
電気接続され、複数の駆動信号を生成して、画素配列４２を駆動する。ソース駆動ユニッ
ト５０はソースラインＤ１－Ｄｍに電気接続され、画素配列４２に表示データを提供する
。クロック発生器４６はゲート駆動ユニット４４に電気接続される。温度補償ユニット４
８はゲート駆動ユニット４４及びクロック発生器４６に電気接続され、クロック発生器４
６の出力を調整して、ゲート駆動ユニット４４の駆動信号を補償する。
【００１３】
ゲート駆動ユニット４４は、電気的に直列接続される複数のシフトレジスタユニット４４
０を有する。各シフトレジスタユニット４４０は画素配列４２の一つの列、即ちゲートラ
インＧ１－Ｇｎの中の一つに対応する。図５を参照する。本発明の第一実施例における温
度補償ユニット４８、シフトレジスタユニット４４０及びクロック発生器４６の回路図で
ある。シフトレジスタユニット４４０はＳＲフリップフロップ４４００、プルアップ薄膜
トランジスタＴ５、プルダウン薄膜トランジスタＴ６及び第一容量Ｃ１を有する。ＳＲフ
リップフロップ４４００は第一入力端Ｓｉ及び第二入力端Ｒｉを有する。第一入力端Ｓｉ
は、一つスタット信号（シフトレジスタユニット４４０が第１級である場合；未図示）或
いは前級のシフトレジスタユニットの一つゲートラインの出力（シフトレジスタユニット
４４０が第２～ｎ級である場合；未図示）に接続される。第二入力端Ｒｉは、後級のシフ
トレジスタユニットの一つゲートラインの出力（シフトレジスタユニット４４０が第１～
ｎ-１級である場合；未図示）或いはエンド信号（シフトレジスタユニット４４０が第ｎ
級である場合；未図示）に接続される。プルアップ薄膜トランジスタＴ５のゲートＧは、
ＳＲフリップフロップ４４００の第一出力端Ｑに電気接続される。プルアップ薄膜トラン
ジスタＴ５のドレインＤは、クロック発生器４６に電気接続される。プルアップ薄膜トラ
ンジスタＴ５のソースＳは、プルダウン薄膜トランジスタＴ６のドレインＤに電気接続さ
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れる。プルダウン薄膜トランジスタＴ６のゲートＧは、ＳＲフリップフロップ４４００の
第二出力端

に電気接続される。プルダウン薄膜トランジスタＴ６のソースＳは第三電圧ＶＧＬに電気
接続される。第一容量Ｃ１は、プルアップ薄膜トランジスタＴ５ゲートＧとソースＳの間
に電気接続される。シフトレジスタユニット４４０のゲートラインの出力Ｇｎｏは、図４
に示すゲートラインＧｎに電気接続され、ゲートラインＧｎの駆動信号のソースとなる。
【００１４】
図６を参照する。本発明におけるクロック発生器４６の出力波形を示す図である。入力波
形ＣＬＫはパルスである。そのパルスの高電位と低電位がそれぞれ第一電圧ＶＧＨと第二
電圧ＶＥＥＧである。一般的に、第一電圧ＶＧＨはクロック発生器４６が生成する最高電
圧である。第二電圧ＶＥＥＧはクロック発生器４６が生成する最低電圧である。第三電圧
ＶＧＬ（図５に示す）はクロック発生器４６が生成するのではなく、直接に外部電源から
提供される。
【００１５】
また同時に図５と図６を参照する。温度補償ユニット４８は、電流/電圧コンバーター４
８０及び負電圧調整器４８２を有する。電流/電圧コンバーター４８０はプルアップ薄膜
トランジスタＴ５のドレインＤに電気接続され、伝導電流ＩＤＳの変化をノードＢの電圧
ＶＢ変化に変換する。負電圧調整器４８２は、電流/電圧コンバーター４８０に電気接続
され、ノードＢの電圧ＶＢ変化に基づいてクロック発生器４６の出力波形ＣＬＫを調整す
る。一層明確に、負電圧調整器４８２は、出力波形ＣＬＫの第二電圧ＶＥＥＧをもっと低
下するように調整して、第一電圧ＶＧＨと第二電圧ＶＥＥＧの間の電圧差を増やす。即ち
、出力波形ＣＬＫの振幅を拡大する。それによって、第一容量Ｃ１の両端のゲート電圧Ｖ
ＧＳが拡大されるように伝導電流ＩＤＳが上昇して、温度低下によって伝導電流ＩＤＳが
低下された問題を解決する。
【００１６】
電流/電圧コンバーター４８０は、第一演算増幅器ＯＰ１、第一電気抵抗Ｒ１、第二電気
抵抗Ｒ２、第三電気抵抗Ｒ３及びダイオードＤ１を有する。第一演算増幅器ＯＰ１、第一
電気抵抗Ｒ１及び第二電気抵抗Ｒ２は一つの非反転増幅回路を構成する。ダイオードＤ１
としては、負電圧が第一演算増幅器ＯＰ１に入ることを防止する。温度が降下した時、伝
導電流ＩＤＳが低下された。その時、ノードＡの電圧ＶＡは上昇して、下記の公式によっ
て、ノードＢの電圧ＶＢも上昇することが理解できる。
【００１７】
【数１】

【００１８】
負電圧調整器４８２は、第二演算増幅器ＯＰ２、三角波発生器４８２０、第四電気抵抗Ｒ
４、第五電気抵抗Ｒ５、第二容量Ｃ２、第一ＭＯＳＦＥＴ(Metal-Oxide-Semiconductor F
ield-Effect Transistor)Ｍ１及び第二ＭＯＳＦＥＴ　Ｍ２を有する。第二演算増幅器Ｏ
Ｐ２としては、両入力端の値を比較する。第二演算増幅器ＯＰ２の出力は低電位の場合に
、第一ＭＯＳＦＥＴ　Ｍ１がオンし、第二ＭＯＳＦＥＴ　Ｍ２がオフして、電圧ＶＤＤＡ
がパスＰ１によって第二容量Ｃ２に対して充電するように、第二容量Ｃ２の電圧ＶＣ２が
上昇する。逆に、第二演算増幅器ＯＰ２の出力は高電位の場合に、第一ＭＯＳＦＥＴ　Ｍ
１がオフし、第二ＭＯＳＦＥＴ　Ｍ２がオンして、第二容量Ｃ２の電圧ＶＣ２がパスＰ２
によって放電する。前述のように、第二演算増幅器ＯＰ２の出力は低電位の場合に、第二
容量Ｃ２が充電され、第二演算増幅器ＯＰ２の出力は高電位の場合に、第二容量Ｃ２が放
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電される。
【００１９】
同時に図５と図７を参照する。図７は本発明における演算増幅器ＯＰ２の入力波形及び出
力波形の図である。温度が降下する前、ノードＢの電圧はＶＢ１である。電圧ＶＢ１が第
二演算増幅器ＯＰ２で三角波発生器４８２０の出力電圧ＶＴＲＩと比較された後、ノード
Ｃの波形はパルス電圧ＰＷＭ１であって、パルス電圧ＰＷＭ１が低電位となる維持時間は
Ｔ１である。温度が降下した後、ノードＢの電圧は上昇して、ＶＢ２となる。電圧ＶＢ２
が第二演算増幅器ＯＰ２で三角波発生器４８２０の出力電圧ＶＴＲＩと比較された後、ノ
ードＣの波形はパルス電圧ＰＷＭ２であって、パルス電圧ＰＷＭ２が低電位となる維持時
間はＴ２である。図面に示すように、時間Ｔ２は時間Ｔ１より大きくなる。なお、前述の
ように、第二演算増幅器ＯＰ２の出力は低電位の場合に、第二容量Ｃ２が充電されると、
温度が降下した後、第二容量Ｃ２の充電時間が増えられる。そのために、第二容量Ｃ２の
電圧ＶＣ２が上昇する。容量Ｃ２は放電した後、第五電気抵抗Ｒ５の両端の電圧差がさら
に低下する。即ち、第二電圧ＶＥＥＧがさらに低下し、第一電圧ＶＧＨと第二電圧ＶＥＥ
Ｇの間の電圧差が大きくなる。換言すると、出力波形ＣＬＫの振幅が拡大される。それに
よって、第一容量Ｃ１の両端の電圧ＶＧＳが大きくなって、伝導電流ＩＤＳがそれ相応に
上昇する。
【００２０】
同時に図６と図８を参照する。図８は本発明の第二実施例における温度補償ユニット４８
’、シフトレジスタユニット４４０及びクロック発生器４６の回路図である。シフトレジ
スタユニット４４０及びクロック発生器４６は図５で示すように同じであるので、ここで
説明を省略する。温度補償ユニット４８’は、温度センサー４８４及び負電圧調整器４８
２を有する。温度センサー４８４としては、プルアップ薄膜トランジスタＴ５或いはプル
ダウン薄膜トランジスタＴ６の温度を検知するために、プルアップ薄膜トランジスタＴ５
或いはプルダウン薄膜トランジスタＴ６の近い位置に設けられることが好ましい。温度セ
ンサー４８４は負温度係数を有する。即ち、温度が上昇すると、出力電圧は降下し、温度
が降下すると、出力電圧は上昇する。温度が降下した時、ノードＢの電圧ＶＢ’は上昇す
る。負電圧調整器４８２は、温度センサー４８４に電気接続され、ノードＢの電圧ＶＢ’
に基づいて、クロック発生器４６の出力波形ＣＬＫを調整する。一層明確に、負電圧調整
器４８２は、出力波形ＣＬＫの第二電圧ＶＥＥＧをもっと低下するように調整して、第一
電圧ＶＧＨと第二電圧ＶＥＥＧの間の電圧差を増やす。即ち、出力波形ＣＬＫの振幅を拡
大する。それによって、第一容量Ｃ１の両端のゲート電圧ＶＧＳが拡大されるように伝導
電流ＩＤＳが上昇して、温度低下によって伝導電流ＩＤＳが低下された問題を解決する。
負電圧調整器４８２の原理は図５に示すように同じであるので、ここで説明を省略する。
【００２１】
図９を参照する。本発明における液晶表示装置の駆動方法のフローチャート図である。液
晶表示装置はパネルと、ゲート駆動ユニットと、クロック発生器と、温度補償ユニットと
を含んで、前記液晶パネルは画素配列を有する。本発明の液晶表示装置の駆動方法では：
ステップＳ９００は、前記温度補償ユニットにより、温度変化に基づいてクロック発生器
の出力を調整する。
ステップＳ９１０は、前記ゲート駆動ユニットに前記クロック発生器の前記出力を送信す
る。
ステップＳ９２０は、前記出力に基づいて前記ゲート駆動ユニットの複数の駆動信号を補
償する。
ステップＳ９３０は、前記画素配列に前記複数の駆動信号を送信する。
ステップＳ９４０は、前記複数の駆動信号によって、前記画素配列を駆動する。
【００２２】
前記ゲート駆動ユニットは、電気的に直列接続された複数のシフトレジスタユニットを有
する。各シフトレジスタユニットは前記画素配列の一つの列に対応する。前記クロック発
生器の出力はパルスである。前記パルスの高電位と低電位がそれぞれ第一電圧と第二電圧
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である。前記温度補償ユニットは、前記第一電圧と第二電圧の間の電圧差を増えて、前記
ゲート駆動ユニットの駆動信号を補償する。
【００２３】
本発明の一つ実施例中に、温度補償ユニットは電流/電圧コンバーター及び前記電流/電圧
コンバーに電気接続された負電圧調整器を有する。前記ステップＳ９００には、前記電流
/電圧コンバーターが前記ゲート駆動ユニットの伝導電流の変化を電圧変化に変換するス
テップと、前記負電圧調整器が前記電圧変化に基づいて前記クロック発生器の前記第二電
圧を調整して、第一電圧と第二電圧の間の電圧差を増えて、即ちパルスの振幅を拡大する
ステップとを含む。
【００２４】
本発明の他の実施例中に、温度補償ユニットは温度センサー及びに前記温度センサー電気
接続された負電圧調整器を有する。前記ステップＳ９００には、前記温度センサーが前記
ゲート駆動ユニットの温度変化を検知して、検知された温度変化を電圧変化に変換するス
テップと、前記負電圧調整器が前記電圧変化に基づいて前記クロック発生器の前記第二電
圧を調整して、第一電圧と第二電圧の間の電圧差を増えて、即ちパルスの振幅を拡大する
ステップとを含む。
【００２５】
当該分野の技術を熟知するものが理解できるように、本発明の好適な実施形態を上記の通
り開示したが、これらは決して本発明を限定するものではない。本発明の主旨と範囲を脱
しない範囲内で各種の変更や修正を加えることができる。従って、本発明の特許請求の範
囲は、このような変更や修正を含めて広く解釈されるべきである。
【符号の説明】
【００２６】
４　液晶表示装置
４０　液晶パネル
４２　画素配列
４４　ゲート駆動ユニット
４５，４６　クロック発生器
４８，４８’ 温度補償ユニット
５０　ソース駆動ユニット
５２　画素
４４０，５４０　シフトレジスタユニット
４８０　電流/電圧コンバーター
４８２　負電圧調整器
４８４　温度センサー
４４００，５４００　ＳＲフリップフロップ
４８２０　三角波発生器
Ａ，Ｂ，Ｃ　ノード
Ｃ１　第一容量
Ｃ２　第二容量
ＣＬＫ　出力波形
Ｄ　ドレイン
Ｄ１　ダイオード
Ｇ　ゲート
Ｇｎｏ　ゲートラインの出力
ＩＤＳ　伝導電流
Ｍ１　第一ＭＯＳＦＥＴ
Ｍ２　第二ＭＯＳＦＥＴ
ＯＰ１　第一演算増幅器
ＯＰ２　第二演算増幅器
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Ｐ１，Ｐ２　パス
ＰＷＭ１，ＰＷＭ２　パルス電圧
Ｑ　第一出力端

第二出力端
Ｒ１　第一電気抵抗
Ｒ２　第二電気抵抗
Ｒ３　第三電気抵抗
Ｒ４　第四電気抵抗
Ｒ５　第五電気抵抗
Ｒｉ　第二入力端
Ｓ　ソース
Ｓｉ　第一入力端
Ｔ１，Ｔ２　時間
Ｔ３，Ｔ５　プルアップ薄膜トランジスタ
Ｔ４，Ｔ６　プルダウン薄膜トランジスタ
ＶＢ１，ＶＢ２，ＶＤＤＡ　電圧
ＶＥＥＧ　第二電圧
ＶＧＨ　第一電圧
ＶＧＬ　第三電圧
ＶＧＳ　ゲート電圧
ＶＴＲＩ　出力電圧
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